
一58一

土佐の“ゲテモノ"と“イコッソオ"

土佐風土記を書くつも!)ではない.学生にLやべる

彼等の愛称を思わず表題に使ったまでであるが一口に､

いえば前者はミゲテモノ化石ミのことであり後者は

いわゆるミ異常堆積ミのことである.もっとていねい

にいえば前者はプロブレマチガ(Prob1ematica)の愛

称であリ本文で取り扱っているのはいわゆる生痕化

石(tr･cefOs･i1)のことであるが筆者は広義の場合は

プロブレマチガに含めている.

後者のイコッソウというのは土佐弁であって筋の

通らぬことに対してはテコでも動かないが一旦こう

と思いこんだら講がなんといおうとやり通す一風変っ

た土佐人特有の気質をさすのである.異常堆積とこれ

を結びつける特別の理由はないがただ堆積岩とは美

甲藤次郎

しい縞目状構造を示すものであるという層理観念や地

層面は平坦荏ものと思いこみ勝ちな根強い一般概念に対

してこれと異なるいろいろの堆積構造を単にミ異常

堆積ミと片づけられたのでは彼等もうかばれ荏いこと

であろうし彼等が毅然として保持しつづけてきた姿勢

とその存在意義を彼等に代って紹介するのカミ私の役

目なのである.以下説明の便宜上堆積構造の方から

説明させて頂く.

堆積構造については既にポピュラｰな書物にもみら

れるようになってきているが最近ある土木地質コンサ

ルタントから断層破砕帯ではあるまいかといって案内

されたのが第1図のようなスランプ構造であった.

この室戸方面ρ古第三系に限らず同じような堆積構

第1図古第三系(室戸層)のスランプ構造

第3図フリッシュの細互層(室戸層)

第2図古生界(と二八川層)のスランプ構造(秩父帯)

第4図フリッシュにみられるコン水リュｰト･ラミネションとその上位のパラレル･ラミ

ネｰション(室戸層)�
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第5劇四1旬地質劇(申藤編1972)

1.第四系2.新第三系(三豊層樺･郡中層･岡村層および唐ノ浜層灘など)3.新第三紀久1I1岩類(讃岐層群･石鑓層群)4､漸新統

5.始新統(久万層群および室戸半島層群)6.白亜系(和泉層群および四万十川層群)7.秩父帯の中生界(三畳系･ジュラ系および白亜系)

8｡古生界(秩父系)9､御荷鉾緑色岩類10.三波川結晶片岩11.黒瀬川構造帯のレンズ状部(寺野変成岩類･三滝火成岩類･シルル系およ

びデポ1■系)12.第二三紀花開岩類13.白亜紀花闇岩類14.領家花開岩類(領家変成岩類を含む)15.A-A:中央構造線B-B:

いわゆるミ御荷鉾構造線｡C-C:仏像構造線①～⑤堆積構造および生痕化石の主要産地:①竜串②宇和③羽根崎④行当崎⑥印浦

第1表四国南部の四万十帯ダ沽腫系･古第三系の層序

�1唐代�層群�･般層序�1珂蔀j憩蛾1L』上���中央部地竣1㍑暮地域

�漸�宿�崎層�*三三崎男養�1≡�!丁11�

��毛�f�正一･一･一･���

1㌔�新�層�龍ガ追屑�龍ガ滅鰯���

���一一■一一一一一■一一一1■�`■一一■一一皿山凸一���

筋�岬:�耕�閉周お.上び四十寺山層�平顕簿……��榊�

一�嫡�室�����

��戸�奈半利川層����

��半�f�卿���

紀�萩�島�室戸層および清水層�*満水溜���舳㎜脚唐号ギ

��層�f大山岬彫｣1三;ぴ田ノロ層f�トｰ���一一一f}一･一

�.此�鮮��日1/li層���火111岬層

�ヘト���.f���王

���有㈱層�有岡層���

�才�[皿1�f�i���

白�微��巾付層�中村層���

�ギ浦リ市↑l11吐ク1�万�f�f�f��f

��一ト�須崎層�須剛奇層���須崎層須崎煽

1亙�������

��川�一一一一一一{一一一一一一一����

���野々川層����

紀�寓�層�f��丁三一二洲㎜lll��

��雛�半川層�斗111層1���中111層半111溺

�古��f�f���f圭

�･出1��雌ガ祭路層�堂ガ奈路層���乾ガ奈賂層策ガ察路層

����一一一･一整合川､･不整合一■f'一'断層���

���北川:狛1作れ右1･1･跡{一{1劣胡1子ムH山層����

*'止.痕化ヰ1杢比較的考坤､する地層

く各層産の主要なブ[1プレマチカ〉

須崎屑〃冊{丘仙卵､

∫亜卯M11舳^舳砕1冊･洲舳砧K^TTO

有岡層肋卯阯〃｡'ヨll･

室戸届焔㍑i畑伽｡舳此K且TTO

^砧冊i'曲πI阯冊咄畠蜆命'K^TTO

πωd〃^;丑冊咀地I↓･〇三K^TτO

TO冊1画^砧〃'側'Ho■;K^TTO

T!1祀加〃肚個j^既"帖`'削I一品K^T'rO

肺ツ“咄肥市冊丑｡^冊酬π{^1む1{^τTO

他1ωψf"o阯皿･

…帝水屑ハ布^正^f蜆j正｡r北1手而■ヨ1{^TTO

蓋半弄1｣』1■｣冒^I`〃計冊仙珊凹.=凸H^τTO

脆冊'岨独1岨品趾挑'冊岬'砧K^TTO

■κ^{祀亘'山止｡皿^冊1≡･'I'凸H^TTO

-b冊1肥1冊1=日〃`削`山1回ω皿K^'TT〇

三崎獺助O岨邊f冊洲且O岳1'舳'占』K^TTO

押甘甘他;佃“冊“舳j砧〃山並珊齪";jKムTTO

几帥'〃〃j〃1'“f地甘岳K^TTn

0"〃血冊1岬止血11山1血“1･uN0日冊H

造は秩父帯の古生層でも見られるのである(第2図).

堆積構造についての一部専門家以外の理解の程度はま

だまだなのかもしれない.

さてここに取り扱う堆積構造やゲテモノ化石は四

万十帯の古第三系に圧倒的に多くフリッジ皿(f1ysch)

と呼ばれる地層鮮(第3･4関)から産出するのである

がその理由などについては末尾で補足説明すること

にして写真を中心にまずそのものズバリで紹介して

いくことにしよう(第ユ表および第5図参照).

地層中にみられる美しい堆積構造ではまず奇岩奇勝

で有名な竜串(足摺国立公園地域内)のコンボリュｰト

･ヘッディング(cOnvo1utebeddin9)をあげたい(第

6･7図).成因については海底地すべりなどによ

って動揺しながら堆積したときにできるといわれまた

漣痕の生成と関係があるといわれている､

第8図は同竜串でみられるスランプ･朴一ル(･lump

ba11)であって榴曲した地層の背斜部が機として地

層中に入っているのをいう.

つぎに地層下面にはいろいろの堆積構造がみられる

が第9図はロｰド･キャスト(1OadCaSt,荷重痕)と

呼ばれ'例えば砂礫などの堆積中下位の泥の堆積物中�
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に比重の関係で不規則に沈む(荷重がかる)時にできる.

ただし第9図の場合のロｰド･キャストには多少水

平的な運動も加わっている.

第10図はフルｰト･キャスト(flutecast)で海底

の泥を水流が丸溝状にえぐりそのあとを埋めるように

砂が堆積した場合などにできる.

第11図はグノレｰブ･キャスト(grooveca･t条痕)

でたとえば緩傾斜の海底をある物体(物質)が急速に

流れる際に下位の泥をけずって細長い溝ができその

後を砂がおおって堆積したときにできる.キャストと

いうのは以上から解るように跡そのものではなくこ

れを允した堆積物の印痕(雄型)をいうのである.

第12図はボｰル･アンド･ビロウ構造(ba11and

pi11owstructure)で砂岩層下面に多数のボｰノレ状あ

るいは枕状の構造があって互いに深い溝で隔てられて

いる.断面(第ユ3図)には渦まき状の葉理が見られる.

このような構造は泥をおおう砂の堆積物が地震な

どのショックですべりながら急速に下位の泥にめりこ

む場合に生じる.第12図のボｰノレ･アンド･ピロｰ構

造をもつ地層下面が止むいているのは地層がスランプ

して逆転しているからである.

最後に土佐の珍石の一つであるコンクリｰジョン

(COnCretiOn結核)を紹介する.地元ではミ印度の

神さまミ･ミ室戸鉄丸石ミなどとよばれている(第14図)1

このコンクリｰジョンはダルマ型･洋梨型･卵型だ

と形や大きさにはいろいろあるが上下面の中央にペ

ソあるいはデベソがあって内部には多くの場合上下

を貫く芯がありこの芯を中心としてこがね色の黄鉄鉱

がいろいろの形で美しく集中している.またこのため

に非常に重く土地では隈石であろうとまことしやかに

噂されている.成因は硫化物に富んだ海底の泥から出

てくるガスがコンクリｰジョンの生成と関連してでき

たもので世界的にも珍しい例であろう.

第6図竜串のコンボリュｰト

･ヘッディング(古第

三系･三崎層通称し

ぼり幕)土佐清水市三

崎町

第7図電撃のコンボリュｰト･ヘッディ

ング(三騎層通称らんま石)

錦8図竜串のスランプ･ボｰル(三崎層)

第9図

古第三系(奈半利川層)

のロｰドキャスト(安

芸郡東洋町真砂瀬)

第10図

室戸層のフノレｰト

･キャスト(室戸

市羽根崎)�
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策11図四万十川層群(白亜系)のみごとなグ

d一ブ･キャスト(徳島県半川層)

策12図室戸層σ)美しいボｰルアン

ド･ビロウ構造(察戸市行当1崎)第

第13図同断面約9/4

椥悩

索戸率鳥劣新三系産のコンクリｰニョニ(通称室戸鉄丸

有)内部口消色部は黄鉄鉱約1/2

つぎに生痕化石の紹介に移る.

生痕化石というのは普通の体化石(bodyfOssi1s)

と違って生態的な記録であるはい跡(trai1S)･巣穴

(bumws)･糞化石(copo1ites)などを研究対象とす

る分野である.また体化石のはっきりしない種類のも

のや生痕化石はそれらの不明瞭な性質のためにしば

しばプロブレマチガと呼ばれているのである.

さて生痕化石はフリッシュの地層につきものであ

るカミ本地域産のものは環虫類の多毛細(Po1ychata)

に関するものか非常に多い.

その代表的なのはゴカイ科に属するN舳伽3(第!5

図)でありNω㎜伽ク3とN刎㈹炊η曲が識別さ

れる.

Nな｡･α6η･おKATTo(第16図)は細長くのびた形の

もので大きい場合は幅約17mm高さ約6mm長

さ1.8mをこすものもあるがいずれも中央を縦に走る

肋状隆起と両側方に多数のリボン状のややまるみのあ

る方形の出っぱり(apPendages)をもっている.

N舳･切｡召η㎞KATTo(第17図)はさζ｡に細長く

側方にある出っぱりは一般に幅がせまく表面はとが

るかややまるみをおびた隆起をなすがいずれも末端

で急にせばまっている.出っぱりのそれぞれは深い

V字型の間隙でへだてられている.

N㈹伽･のなかには断面の薄片観察によるとル附

加･の体部そのものが埋没し腐敗していった過程を示

す堆積構造がみられる場合もある(第18図).第ユ9図

はル〃脇のfeedingtrai1(餌アサリ跡)である.

また砂岩層下面には第20図に示すようにしぱしぱ

螺旋形をしてその中央部がもり上ったような異様な形

のものが数多くみられるがおそらくNθブ1曲3による

糞化石と思われるヨまた第21図の糞化石も何らかの

環形動物によるものであろう.

第22図はA肋㈹伽3尾〃〃lo〃〃･151∫KATT0でデ殻

に幅6mmのはい跡状のもので直線状S字状等さま

ざまな形をして密集して産する.内側には不明瞭た

環節状のものがみとめられるカミ外側は滑らかであるか

あるいはまるみのある突出をもっている､本種を模式

種として設立されたものであるがそのほかにA肋舳一

価M舳伽{5KATTo(第23図)をふくむ.

第24図はル"燃仰舳｡肋ηぬ刎{5肋伽ゐKATTo

で幅3.5～9mmで直線状ないし大きく屈曲する.

N､仰伽切｡θ〃ぬKAmoににているがもっと幅がせ

まくその中央にはっきりした非常にせまい縦の溝と�
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側方にはっきりした多数の小さな出っぱりをもっている.

第25図はT05αZor桃みα肌αω{K柵｡で円筒形

の細長い体でやや屈曲している.数多くのせまい環節

からなる｡津の長さは料δ5mm直径10mmで環節

のすじは10m㎜の長さのなかに10～ユ8歩みられる.お

そらく環形動物の体化石であろう､

第26図はNαη尾α加5尾06肋η5チ3K虹Toで幅2～4

mmで大小の長さのやや届平な円筒状のもので不規

則に響曲している.T05αZ07切∫にやや似ているが

M泌励65ではT0∫αZ0グろむにみられるような表面の環

節が発達せず大きさも小さく密集した産状を示すた

どの諸点で異放っている.

第27･28図はいずれも環形動物(多毛類)のタイア

ノレキアトと思われT05αゐθ肋加伽5舳伽サ"KATT0(第

27図)は非常に屈曲した極めて細長いもので一般

に屈曲は非常にせまいS字状をしている.幅約4mm

長さは64cmをこえる.

第15図ルブ`伽3の産状(古第三系奈串和川層)

助{フ伽砂加60η｡θη加εα¢oツ｡伽ゐKATTo(第28図)は

渦巻き状にまかれた非常に細長いひも状のもので直径

3～5cmにおよぶ.中心部でまきかたが反転するの

が助か0吻加属の特徴である.

第29図は肋Zθ0♂肋0れsp.で直径7～8mmの規

則正しい六角形からたる網目構造を示し環形動物のタ

イアノレキアトといわれている.ただし無機成因説など

もあって間趨カミ多い.

第30図はフサゴカイ科に属する71舳ろθZ伽α5榊0一

加6ηぬKATToで管(tube)の直径は3mm一長さは

最大50mmにおよぶ'円筒状のものである.変形してや

や扁平になっているが直線状があるいはいろいろの形

に響曲しており表面には不規則に環状のすじが発達し

またあるものは縦に条痕がある.

館17麟猟鮒碧主燃伽{榊苫｡舳∫ξ∫KATT0約3/5室戸層

(嶺戸市羽根騎)

第16図ルr膚伽∫伽〃刎{3KATTo約毘/s室戸層(室戸市羽根崎)

18図N〃3伽∫の断面約3/5室戸層

第20図N舳伽∫の糞化石のいろい■･約1/2室戸層(室戸市羽根崎)

第25図T05〃｡r〃3ゐ伽蜘ω〃

KATT0約豊/5壊戸層(室

戸市行当崎)

第19図

jV8閉〃ωのFeeding

trai1約1/3奈半利

川層(東洋町中蒲)�
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以上のように四万十帯の白亜系･古第三系の諾層

特に室戸半島層群には多数の生痕化石が含まれている.

このように生痕化石や既述の堆積構造の多い理由を

最後に補昆して説明しておきたい.

堆積物を考える場合に海底地形をウンダｰフォｰム

(undafor皿)･クリノフォｰム(c1inoform)･フォン

ドフォｰム(fondofom)にわける.従来よく使われ

ている大陸棚･大陸斜面･海洋底にほぼ相当するがこ

の場合は深さを意味するので堆積を論じる場合は深

さを意味しない前者がよく使われる(第31図).

すなわち第31図のように海あるいは湖の岸近くのか

なり平らな(!柄外)ウンダフォｰムその仰の幾分傾

斜した(平均5柄外)クリノフォｰムその沖の平らな

フォンドフォｰムに分けられるがウンダフォｰムの堆

積物はウンタゼム(mdathe･n)･クリ.ノフォｰムの堆積

物はクリノゼム(c1inothem)･フォンドフォｰムの堆積

物はフォンドゼム(壬｡ndothem)と呼ばれる.

それぞれの環境の特徴を述べるとウンダフォｰムは

向岸流で影響をうける.また波浪により撹拝される.

したがって堆積物の細いものは浮遊する.その場

合に海への離岸流によって泥･シルト･細粒砂などの

細かい土砂は浅い方から深い方へ運搬される.浅い

所の砂や礫などの粗粒物質はウンダフォｰムの外へ移

動する傾向がある.したがってウンタゼムは粗粒物

質にかぎられる.細粒物質のある場合はレンズ状と

して発達する.一般に各地層はレンズ状で不連続であ

る.また洗い流しが非常に多い.ウンダフォｰム

には大型の貝や豊富た有機物がありまた部分的に石

灰岩ができる.またこの上に偽層や漣痕(波漣痕･

水流漣痕)が発達する.

クリノフォｰムは波の作用や水流の作用をうけない.

また大陽光線もほとんど届かない.堆積物は浮遊

によるため細粒物質の互層が特徴になる.互層の変化

の起こる理由は多くは嵐による.ウンダフォｰムが

静かだと･クリノフォｰムには細かいものが堆積する.

また荒れると粗いものが堆積する.このようにして互

層が生じる.堆積の状態が非常に規則正しく広い分

布をもちフォンドフォｰムに近づくにつれて薄くなる.

堆積の速度が早く浮遊された細粒物質が雨のように降

るために普通の生物は棲み得ない.したがって普通

の化石がおよそなく発見されるとすればほとんど二次

的に運ばれたものである.はじめからいたのは環虫の

たぐいである.ここでは偽層や漣痕がほとんどない.

ただし二次的の変化の多い場所である.1つはウン

ダフォｰムの粗粒物質が次第に外へ移動してクリノフ

ォ』ムとの境にたまるがこのエッジ･サンドと呼ばれ

る堆積物がその安息角をこすか地震などの衝撃が誘因

となってクリノフォｰムをすべ1)おりると海底地

すべりが起こる.するとたち凌も乱泥流(turbidity

Current)が起こり転流の状態で斜面をすべりいろい

ろの堆積構造(洗い流しあと･ひきずりあと等)を生じ

ることになる.

フォンドフォｰムの堆積物は浮遊による一番細かい

粒子と放散虫校との外洋性生物の死骸が沈殿する.水

流作用には全く影響されたい.したがって堆積物は

普通の互層はできずに塊状で均質な物質からなる.外

洋性以外の普通の生物の化石はない.またここでは

石灰岩はできたい.また洗い流しやひきずりの現象は

全くたい.

フリッシュというのは既に述べたようにクリノフ

ォｰムの規則正しい堆積のくり返しによって生じる互層

に対して使われる.典型的なフリッシュは各単層の

厚さカミ砂岩10～20c㎜･泥岩20～25cmの場合であって

特に砂岩が優勢な場合には砂質フリッシュ泥岩が優勢

な場合は泥岩フリッシュと呼ばれる.またフリッシュ

は造山運動のある特定の構造的時期に堆積する地層に

対してつかわれるがここではふれ校い｡

←ウンダフォｰム→

(≒大陸棚)

｣耐煤流

㌧リップカレシトｰ

←クリノフォｰム→

(』大降斜面)

衣済玲

く｣_フォンドフォｰムｰ

ト大洋底〕

第31図堆

積盆地の模式断面

と

忘中二､

(㌶編物)

堆積物�
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以上のことから四万十帯の古第三系の堆積環境は

主としてクリノフォｰムに位置したことが推定されるで

あろう.なお本地域で多産する主として環虫類によ

ると思われる生痕化石のためにその由緒来歴を少し補

足説明しておきたい.環虫化石は稀に原生代末期と

推定される地層からはい跡や巣穴が発見されている.

米国モンタナ州のベノレト統と名づけられた非変成の原

生界からは環虫のつくった巣穴や環虫のはい跡の化石

が知られている.

また南オｰストラリアのアデレイド系(非変成の上

部原生界)を整合に被う,パウンド砂岩からはエディア

カラ(Ediacara)生物灘が知られており葉虫類とされ

ているクラゲ様の〃｡腕30れ{α環虫類や節足動物に

似た助加磁ηα環虫類や原始脊索動物に似た肋㌔

1伽ωダク舳などが知られている.パンド砂岩は上位一

のカンブリア系に整合に擦われている｡

層位学的に確実た各地のカ:ノブリア系からはある種

の環虫の体と管(tube)が発見されまた環虫の顎(jaw)

や慶一(sco1ecodont)がオルドビス系から発見されている.

SCO1eCOd㎝tは顕微鏡的であるが地層の一立方吹か

ら数千個あ変化に富むものが知られている例もある.

ただし似たものが貝の歯(raduIe)･魚の窟(Piscesteeth)

･COnodont(錐窟類)などにあるので分類にあたっ

ては注意しなければならない1

オルドビス系やそれ以降の地層からは多くの種類の

環虫化石が発見せられ時には淡水層からも報告されて

いる.

HowEm(1962)によると環虫類の4属がカンブリア

系から65属がオノレドビス系から54属がシノレノレ系から

45属がデボン系から29属が石炭系から18属がペノレム

系から22属か三畳系から23属がジュラ系から35属

が白亜系から43属が新生界から報告されている.ま

た環虫化石のうち既知の属の数が圧倒的に多いのは

環形動物門(Annelid且)に属するものである.

生痕化石は示相化石としてまた堆積環境を指示す

る点で層位学的価値は大きいと同時に本来生痕化石

は砂岩の下面に印せられているのが圧倒的に多いこと

からとくに四万十帯のような地層が厚く岩相が単

調でしかも地質構造林複雑な場合には既述の堆積構

造とあわせて地層面の上下判定にきわめて有効である.

私が彼等に限りない愛着を感じるのは無理からぬ

ことであろう.

(筆者は元所員現高知大学教授)
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